
 
 

  
１
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
委
員

8
名
、
事
務
局
随
行
2
名
で
、
滋
賀
県
長

浜
市
・
米
原
市
、愛
知
県
知
多
市
を
訪
問
し
、

駅
周
辺
の
整
備
状
況
等
に
つ
い
て
視
察
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

■
滋
賀
県
長
浜
市 

【
第
２
期
長
浜
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
及
び
え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
の
概
要

に
つ
い
て
】 

 

長
浜
市
で
は
、
多
く
の
市
と
同
様
に
、
大

型
店
舗
の
郊
外
へ
の
移
転
、
車
社
会
の
進
展

に
伴
う
市
街
地
へ
の
拡
散
、
ま
た
、
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
駅
周
辺
市
街
地
に

お
け
る
商
店
街
の
空
洞
化
が
進
み
、
こ
れ
ら

を
打
開
す
る
た
め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

始
め
ま
し
た
。 

ま
ず
、
平
成
２１
年
か
ら
の
５
年
間
を
第

１
期
計
画
、
平
成
２６
年
か
ら
の
６
年
間
を

第
２
期
計
画
と
し
、
両
計
画
の
中
で
官
民
合

わ
せ
て
１
５
０
の
事
業
を
行
い
、
総
事
業
費

約
３
０
０
億
円
を
か
け
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
２
期
計
画
に
お
い
て

は
、
長
浜
駅
周
辺
の
再
整
備
や
町
中
の
老
朽

化
し
た
商
業
施
設
の
再
開
発
事
業
の
更
新
、

図
書
館
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所

本
庁
の
整
備
を
行
い
、
さ
ら
に
、
町
中
の
空

き
家
や
店
舗
の
流
動
化
に
向
け
た
取
組
を

中 

  

中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
元
の
有
志
の
方
が
資
金
を
出
資

し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
「
株
式
会
社
黒
壁
」
を

立
ち
上
げ
、
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
、
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
を

担
い
、
か
つ
エ
リ
ア
内
の
ま
ち
づ
く
り
を
主

体
的
に
牽
引
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。 

え
き
ま
ち
テ
ラ 

ス
長
浜
は
、
Ｊ
Ｒ 

長
浜
駅
と
ペ
デ
ス 

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ 

で
直
結
し
た
複
合 

施
設
で
す
。
駅
周 

辺
の
持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
収

益
を
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
還
元
し
、
継
続

的
な
集
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
滋
賀
県
米
原
市 

【
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
概

要
・
米
原
市
新
幹
線
通
勤
者
定
期
券
補
助
金

に
つ
い
て
】 

 

米
原
市
役
所
に
新
た
に
誕
生
し
た
「
Ｔ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
は
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・
観
光
案
内
・
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど
を
備
え
る
オ
ー
プ

ン 

  

ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
仕
事
や
勉
強
、

打
合
せ
な
ど
、
様
々
な
方
に
利
用
し
て
い
た 

だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

さ
ら
に
、
米
原
駅
と
市
役
所
を
つ
な
ぐ
連

絡
通
路
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
改
札
ま
で
徒

歩
１
分
程
度
で
行
き
来
で
き
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。 

新
幹
線
通
勤
者
定
期
券
等
補
助
金
は
、
大

都
市
勤
務
の
若
者
世
帯
の
移
住
や
U
・
I

タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て

昨
年
の
４
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
、
こ
の
補
助
金
の
利
用
者
は

１
名
で
あ
り
、
補
助
条
件
の
緩
和
や
制
度
の

周
知
等
が
課
題
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
愛
知
県
知
多
市 

【
名
鉄
朝
倉
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
】 

名
鉄
朝
倉
駅
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
１

日
当
た
り
の
乗
降
客
数
が
、
約
８
，
０
０
０

人
と
市
内
で
最
も
乗
降
客
数
の
多
い
主
要

駅
で
あ
り
、
名
古
屋
駅
や
中
部
国
際
空
港
を

は
じ
め
、
広
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
た

立
地
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
に
は
、

行
政
機
関
・
文
化
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
が
集
積
し
、
知
多
市
の
中
核
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
築
50
年
以
上
経

過
し
て
い
る
市
庁
舎
の
老
朽
化
や
、
駅
前
の

市
有
地
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
課
題
に
よ
り
、
平
成
30
年
に
朝
倉
駅
周

辺
整
備
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。 

基
本
構
想
で
は
、
事
業
区
域
を
文
化
・
娯

楽
等
の
多
様
な
機
能
の
集
積
を
図
る
北
街

区
、
市
役
所
を
中
心
と
し
た
生
活
の
利
便
性

向
上
・
に
ぎ
わ
い
形
成
を
図
る
中
街
区
、
定

住
拠
点
を
目
指
す
住
宅
ゾ
ー
ン
の
南
街
区

の
３
つ
の
街
区
に
分
け
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
分

析
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
リ
ア
に 

お
け
る
現 

状
・
課
題 

を
精
査
し
、 

駅
周
辺
を 

に
ぎ
わ
い 

の
交
流
拠 

点
と
な
る 

よ
う
、 

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
将
来
の

施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
コ
ス
ト
も
考
慮
し

な
が
ら
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

■
視
察
を
終
え
て 

 

加
賀
市
に
お
い
て
は
、
北
陸
新
幹
線
加
賀

温
泉
駅
開
業
が
来
春
に
迫
っ
て
い
ま
す
。 

 

駅
周
辺
施
設
の
魅
力
や
利
便
性
向
上
、
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
環
境
の
整
備
な
ど
、
開
業

効
果
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
の
施
策
・
課

題
へ
の
取
組
に
、
今
回
視
察
し
た
内
容
を
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
幹
線
関
連
整
備
・
開
業
効
果
特
別
委
員
会
行
政
視
察

報
告 

えきまちテラス長浜（長浜市） 

名鉄朝倉駅周辺（知多市） 


